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明治43年8月の大洪水

明
8
・
4
・
1
3
　
　
私
立
江
幡
学
校
を
開
校
す
る
。

明
日
・
4
・
m
　
　
大
畑
村
正
覚
寺
本
堂
を
教
室
と
す
る
。

明
1
6
・
7
・
1
　
　
大
畑
・
上
木
下
川
・
下
木
下
川
・
木
下
四
つ
の
村
の
公
立

小
学
校
と
な
る
。

明
2
1
・
5
・
1
　
　
四
つ
の
村
が
合
わ
さ
っ
て
大
木
村
と
な
っ
た
た
め
、
大
木

尋
常
小
学
校
と
な
る
。

じ
ー
ど
う
そ
う
　
か
　
　
　
　
　
　
　
　
き
の
し
た
ぶ
ん
き
ょ
う
じ
ょ
う
　
　
せ
っ
　
ち

明
2
6
・
7
・
1
　
　
児
童
増
加
に
よ
り
木
下
分
教
場
を
設
置
す
る
。

明
3
5
・
4
・
1
0
　
　
下
木
下
川
に
第
二
分
教
場
を
設
置
す
る
。

明
3
8
・
4
・
1
0
　
　
補
修
料
を
設
置
し
修
業
年
限
二
ヶ
年
と
す
る
。

明
4
2
・
3
・
0
0
　
　
改
正
小
学
校
令
に
よ
り
補
習
科
を
な
く
し
、

六
ヶ
年
と
す
る
。

修
業
年
限
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大正14年に完成した校舎

大
3
・
3
・
3
1

大
3
・
8
・
1
3

荒
川
放
水
路
を
造
る
た
め
に
大
木
村
の
大
部
分
が
吾
嬬
町

に
合
併
さ
れ
る
。

東
京
府
南
葛
飾
郡
吾
嬬
町
立
第
三
吾
嬬
尋
常
小
学
校
と

なる。

大
3
・
1
2
・
1
5
　
　
大
畑
二
二
一
番
地
に
新
校
舎
が
完
成
す
る
。

大
5
・
3
　
　
　
　
校
地
を
広
げ
、
校
舎
を
増
築
す
る
。

大
7
・
9
・
1
　
　
第
三
吾
嬬
尋
常
夜
学
校
を
設
置
す
る
。

大
9
・
8
　
　
　
　
校
舎
を
増
築
す
る
。

大
1
0
・
4
・
1
　
　
高
等
科
も
で
き
、
町
立
第
三
吾
嬬
尋
常
高
等
小
学
校
と
す

る。

大
日
・
1
2
・
1
　
　
校
地
を
広
げ
一
五
〇
六
坪
と
な
る
。
校
舎
を
増
築
し
、
屋

内
体
操
場
も
完
成
す
る
。

大
嶋
・
4
・
2
5
　
　
第
三
吾
嬬
商
業
補
習
学
校
を
設
置
す
る
。

昭
2
・
5
・
3
1

青
年
学
校
を
新
設
し
、
第
三
吾
嬬
商
業
補
習
学
校
を
廃
止

する。
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荒川土手での運動会（昭和13年）
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学童疎開の生活

昭
3
・
4
・
1
　
　
吾
嬬
全
町
の
高
等
科
を
本
校
に
集
め
る
。

昭
7
・
1
0
・
1
　
　
東
京
府
東
京
市
第
三
吾
嬬
尋
常
小
学
校
と
な
る
。

か
い
ち
く
こ
う
し
ゃ
ら
く
せ
い
し
き
ー
∴
－
お
こ
な

昭
1
4
・
6
・
2
0
　
　
改
築
校
舎
落
成
式
を
行
う
。

昭
1
6
・
4
・
1
　
　
国
民
学
校
令
に
よ
り
東
京
市
第
三
吾
嬬
国
民
学
校
と
な
る
。

昭
1
9
・
8
・
1
8
　
　
戦
争
の
た
め
、
初
等
科
第
三
学
年
か
ら
第
六
学
年
ま
で
の

め
い
い
ば
ら
さ
　
け
ん
の
う
　
き
∴
ま
ち
じ
よ
う
こ
く
じ
　
　
し
の
う
だ
ん
　
そ
　
か
い

児
童
一
一
〇
名
茨
城
県
結
城
町
乗
回
寺
に
集
団
疎
開
す

る
。
結
城
小
学
校
で
授
業
を
行
う
。

昭
1
9
・
8
・
2
4
　
　
茨
城
県
結
城
町
称
名
寺
に
児
童
九
〇
名
疎
開
す
る
。
同

ぐ
　
き
し
よ
、
つ
i
‥
し

弘
経
寺
に
児
童
七
一
名
疎
開
す
る
。

昭
2
0
・
3
・
m
　
　
東
京
大
空
襲
に
よ
り
校
舎
お
よ
び
学
区
域
の
家
屋
の
多
く

が
焼
失
し
、
第
四
吾
嬬
国
民
学
校
の
教
室
を
借
り
て
授
業

を
行
う
。

昭
2
0
・
5
・
2
5
　
　
秋
田
県
本
荘
町
へ
児
童
一
〇
〇
名
が
再
疎
開
す
る
。

昭
2
0
・
1
0
・
2
5
　
　
太
平
洋
戦
争
終
戦
に
よ
り
児
童
職
員
の
一
部
本
校
に
復
帰

する。

昭
2
1
・
3
・
1
4
　
　
集
団
疎
開
児
童
、
職
員
が
全
部
本
校
に
復
帰
す
る
。

ひ
　
さ
い
　
　
　
　
お
お
は
た
こ
く
み
ん
か
っ
こ
う
は
い
こ
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
、
つ
こ
う

昭
2
1
・
4
・
1
　
　
被
災
し
た
大
畑
国
民
学
校
廃
校
に
よ
っ
て
、
同
校
児
童
が
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昭和50年頃の校舎

本
校
に
移
る
。

昭
2
2
・
2
・
3
　
　
焼
跡
仮
校
舎
建
設
起
工
式
を
行
う
。

と
う
さ
よ
う
　
と
　
す
み
ー
た
　
く
　
り
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
う
め
い
　
　
へ
ん
こ
う
　
　
　
　
し
ん

昭
2
2
・
4
・
1
　
　
東
京
都
墨
田
区
立
第
三
吾
嬬
小
学
校
と
校
名
を
変
更
し
、
新

制
中
学
校
設
立
に
よ
っ
て
、
高
等
科
を
廃
止
す
る
。

昭
2
7
・
6
・
2
0
　
　
二
階
建
六
教
室
を
増
築
す
る
。

昭
2
9
・
3
・
1
3

昭
0
0
・
2
・
1
0

昭
0
0
・
9
・
2
6

昭
3
5
・
3
・
2

昭
3
9
・
8
・
1

昭
4
0
・
4
・
1

昭
4
6
・
3
・
2
5

昭
4
8
・
5
・
3
1

昭
4
8
・
Ⅱ
・
1
4

せ
ん
　
に
∴
ほ
ん
た
い
い
く
　
し
　
ど
う
し
ゃ
れ
ん
め
い
　
　
　
　
　
は
　
け
ん
た
い
い
く
ゆ
う
り
ょ
う
こ
う

全
日
本
体
育
指
導
者
連
盟
よ
り
保
健
体
育
優
良
校
と
し
て

表
彰
さ
れ
る
。

バ
ラ
ッ
ク
建
五
教
室
を
取
り
壊
し
、
校
舎
改
築
工
事
が
行

わ
れ
る
。

増
改
築
校
舎
落
成
式
を
行
う
。

室
内
運
動
場
兼
講
堂
が
完
成
す
る
。

プ
ー
ル
が
完
成
す
る
。

と

く

L

e

が

っ

き

e

う

特
殊
学
級
を
新
設
す
る
。

四
階
建
新
校
舎
が
完
成
す
る
。

二
階
建
校
舎
を
増
築
す
る
。

も
ん
∴
ぶ
　
し
ょ
う
　
　
　
　
が
っ
こ
う
さ
ゆ
う
し
ょ
く

文
部
省
よ
り
学
校
給
食
優
良
校
と
し
て
表
彰
さ
れ
る
。
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か
い
こ
う
ひ
ゃ
く
L
P
う
ね
ん
　
き
－
ね
ん
し
き
て
ん

昭
5
0
・
Ⅱ
・
1
3
　
　
開
校
百
周
年
記
念
式
典
を
行
う
。

き
ー
ね
ん
　
ひ
　
　
し
ょ
う
め
ん
げ
ん
か
ん
　
　
　
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
　
わ
ん
じ
ゆ
　
　
　
う

記
念
碑
が
正
面
玄
関
に
建
て
ら
れ
、
記
念
樹
が
植
え
ら
れ

る
。
一
〇
〇
年
後
に
当
時
の
学
校
の
姿
を
残
す
た
め
、
資

料
を
い
れ
た
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
が
記
念
碑
の
下
に
う
め
ら

れる。

昭
6
2
・
6
・
1
2
　
　
プ
ー
ル
が
現
在
の
場
所
に
つ
く
ら
れ
、
校
庭
が
広
く
な
る

平
2
・
3
・
2
3

平
7
・
Ⅱ
・
2

平
1
2
・
1

平
1
3
・
9

平
1
6
・
7

平
1
7
・
Ⅱ
・
5

平
1
8
・
6

平
1
8
・
7
・
1

新
し
い
体
育
館
が
完
成
す
る
。

開
校
百
二
十
周
年
記
念
式
典
を
行
う
。

パ
ソ
コ
ン
ル
ー
ム
を
設
置
す
る
。

ラ
ン
チ
ル
ー
ム
を
設
置
す
る
。

各
教
室
に
エ
ア
コ
ン
を
設
置
す
る
。

開
校
百
三
十
周
年
記
念
式
典
を
行
う
。

集
会
室
屋
上
防
水
工
事
が
行
わ
れ
る
。

学
校
図
書
館
が
あ
ず
ま
図
書
館
と
オ
ン
ラ
イ
ン
化
。
貸
出

で
き
る
図
書
数
が
飛
躍
的
に
増
加
す
る
。
文
部
科
学
省
指

定
に
よ
る
学
校
図
書
館
協
力
員
や
図
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

皆
さ
ん
の
ご
協
力
で
学
校
図
書
館
の
整
備
が
進
む
。
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プールスカイツリー

平
1
9
・
4
・
1

平
2
0
・
9
・
2

平
2
1
・
1
0
・
1
3

平
2
1
・
m

平
2
2
・
4
・
1

平
2
2
・
6
・
Ⅱ

平
2
2
・
m

平
2
2
・
Ⅱ
・
2
7

高
学
年
に
学
年
担
任
制
・
低
学
年
に
副
担
任
制
が
導
入
さ

れる。
三
吾
分
室
学
童
保
育
ク
ラ
ブ
が
開
設
さ
れ
る
。

第
三
吾
嬬
い
き
い
き
ス
ク
ー
ル
が
開
設
さ
れ
る
。

三
吾
小
枝
帽
を
制
定
す
る
。

耐
震
補
強
工
事
及
び
外
壁
塗
装
工
事
が
行
わ
れ
る
。

全
学
年
で
学
年
担
任
制
が
行
わ
れ
る
。
初
任
者
の
担
任
学

級
に
は
、
副
担
任
制
が
導
入
さ
れ
る
。

プ
ー
ル
及
び
プ
ー
ル
サ
イ
ド
の
塗
装
等
工
事
が
行
わ
れ

る。ト
イ
レ
改
修
工
事
が
行
わ
れ
る
。

開
校
二
二
五
周
年
記
念
式
典
を
行
う
。

一
一
腰

一
理

国
昭
田
圃
岡
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墨田区研究協力校　発表会

平
2
3
・
4
・
1
　
　
『
墨
田
区
特
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『
墨
田
区
研
究
協
力
校
』
（
国
語
）
　
二
年
次

体
育
館
天
井
耐
震
工
事
が
行
わ
れ
る
。

校
庭
芝
生
化
工
事
及
び
校
庭
全
面
改
修
工
事
が
行
わ
れ
る
。

防
火
シ
ャ
ッ
タ
ー
改
修
工
事
が
行
わ
れ
る
。

『
墨
田
区
研
究
協
力
校
』
発
表
会
を
行
う
。

『
東
京
都
言
語
能
力
向
上
拠
点
校
』

『
墨
田
区
特
色
あ
る
教
育
推
進
校
』
　
（
国
語
）
　
の
指
定
を
受

け
る
。
一
年
次

研
究
主
題
「
読
み
た
い
！
知
り
た
い
！
伝
え
た
い
！
～
自
分

の
考
え
を
文
章
で
伝
え
る
力
を
育
成
す
る
指
導
の
工
夫
～
」
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と
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の
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携
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進
事
業
の
指
定
を
受
け
る
。
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『
墨
田
区
学
校
I
C
T
化
推
進
校
』
　
の
指
定
を
受
け
る
。

『
東
京
都
言
語
能
力
向
上
拠
点
校
』
　
二
年
次

『
墨
田
区
特
色
あ
る
教
育
推
進
校
』
（
国
語
）
　
二
年
次

東
京
都
子
供
の
体
力
向
上
推
進
優
秀
校
と
し
て
表
彰
さ
れ
る
。

電
子
黒
板
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
を
全
教
室
に
設
置
す
る
。

開
校
百
四
十
周
年
記
念
式
典
を
行
う
。

『
墨
田
区
学
校
I
C
T
化
推
進
校
』
成
果
報
告
会
を
行
う
。



児童数の変遷平成舞勘蹟塊
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